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に各13の歯族が，下顎は正中に1列，左右に各12の歯族が

あり，各歯族は唇舌方向に配列する4～6本の歯からなり，

その舌側歯肉中には数個の歯胚が存在する （後藤・橋本，

1977)．

このよう鞍歯の形態と配列は，口が前方に開く，鋸裂が

6対あるなどの特徴とともに，古生代デボン紀に生息して

いた原始的鞍サメ類， クラドセラケ類と共通する特徴（後

藤， 1993）でもある．つまり化石記録から推定される板鋸

亜綱の3つの進化段階(Schaeffer, 1967)のうち，古生代

に繁栄した最も原始的なクラドセラケ類を含むクラドダス

型板鯛類の基本的な形態だと考えられる． これらの解剖学

的特徴からラブカはクラドダス類段階の形質を現在まで持

ち続けた「生きている化石(livingfossil)」であると考え

られている(例えばShaeffer, 1967 ;後藤･サメの歯化石研

究会， 1999 ；後藤, 2000)．Ginterandlvanov(1996)は，

1 はじめに

ラブカCﾙﾙz"zydosejfzcﾉz"sα塘鰯"EzJsGarmanは， 日本

近海はじめ世界各地の深海に生息している，軟骨魚綱板鋸

亜綱ラブカ目ラプカ科に属するサメである． 日本近海では

相模湾や駿河湾，鹿島灘などで生息が確認(波戸岡， 1993）

されており，主として水深450～760mの深海に生息すると

言われ，時には水深1200mからの捕獲記録もある （後藤・

橋本, 1976)．ただし，駿河湾などではサクラエピ漁などの

際に200mより浅い水深で捕獲されることもある （鈴木ほ

か， 1989；田中, 1989;白井, 1996).

ラブカは， 1．円筒形の胴体をもつ；2． 口が前方に開

く ；3．鋸裂が6対ある；4．縄弁が鯛孔の外に飛び出す；

5．椎体がほとんど石灰化せずに脊索が永存する,などの特

徴の組み合わせを保持している． このうち，鋸弁が鋸孔の

外に飛び出すことと，椎体が石灰化せずに脊索が存在する

ことは，他のサメ類では胚子ないし幼魚の特徴である．

また，その歯にもラブカ独特の特徴が観察される(後藤・

橋本， 1976)．板鋸類の歯は歯根と歯冠から構成されるが，

アオザメやメジロザメなど現生の一般的な板鯛類の歯冠で

は単独の咬頭， もしくは主咬頭とそれに付属した副咬頭か

ら構成されている． この場合，副咬頭は主咬頭に比べて小

さい． これに対し， ラプカの歯冠は3本の細長い咬頭で構

成されており，主咬頭とその近心と遠心にある副咬頭の大

きさはほとんど変わらない(第1図)． また， ラブカでは歯

根が2つに分かれて舌側に長く突出し，その間に栄養孔が

開口しており， ラプカ独特の歯の特徴である．

歯列弓の形態は，上顎が放物線に近く，下顎はV字形で

ある．歯の配列も，歯族が間隔をおいて並び，上顎は左右

近心副咬ロ

の突出

小突起

第1図ラブカの歯の形態を示す模式図（後藤・橋本， 1976）

Figurel.Schematicdiagramofachlamydoselachiantooth

(GotoandHashimoto, 1976)
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現生のラブカが歯の形態が似ている古生代デポン紀から石

炭紀に栄えた恥og60zZzfs属ないしSy"z岬｡浦況蝿属から直

接由来した可能性を指摘している．

1999年4月29日，筆者の一人山澤は群馬県富岡市内匠を

流れる下川の河床にあった転石から板鋸類の歯化石を採取

した(第2図a,b).山澤のクリーニングによって， この歯

化石は3本の細長い咬頭をそなえ，その形状からラプカ属

のものであることが判明した（後藤ほか, 2000).

一方，筆者の一人高山も群馬県安中市郷原の碓氷川にお

いて，河床に露出した板鋸類の歯化石を発見･採取した(第

2図a,c).この化石は咬頭の一部を欠損していたものの，

3本の細長い咬頭で構成されていることが確認できたため

ラブ力属のものであることが判明した．そしてこの標本を

群馬県立自然史博物館に寄贈した（高栞, 2000a). この付

近では，筆者の一人清水も独自の調査を行っていたが， こ

れらの発見を端緒に採集していた板鋸類化石を再検討し

た．その結果， その中に遊離したラプカ科の歯の咬頭や歯

根が含まれていることを確認し， それらを群馬県立自然史

博物館に寄贈した．

本論では富岡層群から産出したこれらのラブカ属化石の

記載を行い，その意義について報告する． なお，本報告の

内容の一部については， 日本古生物学会2000年年会におい

て後藤ほか(2000)が，同学会第149回例会において高栞

(2000b)と後藤(2000)が口頭発表を行っている．本報告

は両者が独自に進めていた研究を共同研究としてまとめた

ものである． また，本論文の調査・執筆にあたっては，一

部に群馬県立自然史博物館の調査研究事業「富岡層群の地

質学的・古生物学的研究」の費用の一部を利用した．
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2 産出地付近の地質
うしぷせ 君ぱた いどざわ はらた

富岡層群は，下位から牛伏層・小幡層・井戸沢層・原田

第2図宮岡層群のラブカ属化石の産地． b, cはともに国土地理

院発行5万分の1地形図「富岡」図幅に加筆．

a.富岡層群のラブカ属化石産地のインデックスマップ． 1は

YT99042901, 2はGMNH-PV-576と他標本の産地を示す．

b.YT99042901の産地(*l).+は，北緯36度14分，東経139度12

分を示す．

c･GMNH-PV-576ならびに他標本の産地(*2).+は，北緯36

度17分，東経139度27分を示す．

Figure2.LocalitiesofCh/amydose/achussp､fromtheTomioka

Group. Themaps!b'and$c'aremodifiedfroml/50000

topographicalmap[Tomioka] .

a. Indexmapof localitiesofC""""ose"c"zfssp, fromthe

TomiokaGroup. :1' indicatesthelocalityofYT99042901.

And{2' indicatesthelocalityofGMNH-PV-576andother

sPec1Knens．

b. #*l ' indicatesthelocalityofYT99042901． ~+' indicates,

36｡14'N, 139.12'E

c. #*2' indicatesthe localityofGMNH-PV-576andother

specimens. ｣+' indicates, 36.17'N, 139｡27'E.
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じの にわや はらいち いたはな

篠層・庭谷層・原市層・板鼻層の7つの累層から構成され

ており （大石･高橋， 1990)，現在のところラブカ化石はこ

のうち井戸沢層と原田篠層から産出が確認されている （第

3図)．その時代は，前期中新世から後期中新世とされてい

る．

山澤が採集したラブカの歯化石(YT99042901)は暗灰色

～青灰色のシルト岩からなる転石に由来する． この母岩か

らは，硬骨魚類の鱗， まれにその歯や骨，ゴカイ，有孔虫，

まれに軟体動物やウニ類の化石が産出する． この転石は，

産地付近の地質と岩相から判断して，採集地に分布してい

る富岡層群下部の井戸沢層に由来するものと考えられる．

井戸沢層は主として冑灰色シルト岩からなる地層で層厚は

約450mとされる （大石・高橋, 1990)．井戸沢層の最下部
わごうばし

は20mの居厚を有する和合橋凝灰岩であり （大石・高橋，

1990)，フイッション・トラック法により16.4±1.9Maとい

FormationColumn KeyTuff

う絶対年代が得られている （野村･大平， 1998)． したがっ

て井戸沢層は前期中新世後期に堆積したものと考えられる．

高山が採集したラブカ化石(GMNH-PV-576)は，碓氷

川の河床に露出する砂質シルト岩から直接採集された．本

産地付近に分布しているのは富岡層群原田篠層である．原

田篠層は層理の明瞭な硬質砂質シルト岩からなり，層厚は

約40mである （大石･高橋, 1990)． ラブカ化石の母岩には

StZgrz""sや底生有孔虫の殼片が含まれている．原田篠層の

基底は原田篠凝灰岩であるが， その絶対年代は未測定であ

る． しかし，上下の層中に含まれる凝灰岩層の絶対年代の

対比や微化石居序の比較から， その年代は中期中新世前期

と考えられる． また,Kurihara(2000)は，追記として林

広樹（東北大学）からよせられた原田篠層の浮遊性有孔虫

化石群集の予察的な解析結果を示した． それによるとラブ

カ化石の産出層準の上位の層準にはP””γ”""α cか‐
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第3図ラブカ属化石の産出層準（野村・大平， 1998を修正・加筆)．

★1 :YT99042901,*2 :GMNH-PV-576と他の標本の産出層準．

図中の浮遊性有孔虫の属名は下記のとおり．

Figure3. TheHorizonofC/7/amydose/ac/7(Jssp. fromTomiokaGroup. ModifiedfromNomuraandOhira (1998)

!*1 'indicatesthehorizonofYT99042901．And!*2' indicatesthehorizonofotherspecimens.

Thegenericnameofplanktonicforaminiferainthisfigureisasfollows.

G".G/06geγ加α〃jtz;Gds.Gjobi6"加27'oi"s,･Pm_P"""6〃""α,~ O76.076"""α

Gノィ.αO加γ0"",-"s."""o湿加g""";G"α.GIO6"γ"a
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c"んγjSが含まれており， これはBlOwの浮遊性有孔虫化石

帯のN.8帯上部からN.9帯下部を示すという． この事実は

本層の年代が中期中新世前期であることを支持するもので

ある．

なお，原田篠層の古環境は，層相や底生有孔虫化石の群

集解析の結果から漸深海帯であると推測されている （大

石･高橋, 1990)． さらに，同居のラブカ化石産出層準付近

から産出する24種の軟体動物化石は，漸深海帯に生息する

種類であり， その群集構造は現在の相模湾漸深海帯の底生

貝類相と属組成が類似し，本層堆積時の海洋環境が相模湾

の中層水のそれと類似していたと示唆されている (Kuri-

hara, 2000).

心側と推定される．各咬頭は細長く， その近心遠心両側に

は切縁が発達しており，唇側面と舌側面を区別できる．各

咬頭の切縁は，隣接面観においてゆるやかにS字形に湾曲

している．各咬頭の唇側面は全体的にはわずかに膨隆する

のみで平面に近いが，基部近くではかなり膨隆している．

一方．各咬頭の舌側面は全体に大きく膨隆している． した

3 略 号

本論文中で用いられている略号は,下記のとおりである
第4図YT99042901 (唇側面観）のスケッチ．スケールバーは

3mmを示す（原図は後藤美樹子氏による)．

Figure4・ AdrawingofYT99042901 (Labial view). Scalebar

indicates3mm・ l l lustratedbyMs・MikikoGoto.

GMNH-PV:群馬県立自然史博物館古脊椎動物化石標本

YT :山澤隆化石コレクション

YT99042901 1GMNH-PV-5761GMNH－PV－635

4 古生物学的記載

ラブカ属の歯の記載用語については，後藤･橋本(1976)，

Pfeil (1983),矢部・後藤(1999) を参考とした．
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ラブカ属の未定種

Ch/amydose/ac/7ussp・ indet

産出層準：富岡層群井戸沢層（前期中新世後期）

産出場所：群馬県富岡市内匠の下川河床

採集者：山澤隆

標本番号:YT99042901

記載（第4図，図版I : 1～4,第1表）

小型の歯化石で，剖出は完了しているほぼ完全な歯化石

である．歯冠は暗褐色の光沢のあるエナメロイドに覆われ

た主咬頭および近遠心2つの副咬頭の3咬頭からなる．各

咬頭は舌側に傾斜するほか，咬頭側を上方と仮定して，唇

側から見て右側の副咬頭と主咬頭はやや右側に傾斜する傾

向があることから，唇側から見て右側が遠心側，左側が近

a:Cuspheightinlabiai sulface b:Cuspheight in lingual surface
c:Cuspwidth d:Cuspthickness

第1表富岡層群産ラブカ属化石の計測値．単位は､､、

Tablel.Measurement of C/7/amydose/ac/7us sp. fromthe

TomiokaGroup.
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がって,各咬頭の大部分ではその横断面は半円形に近いが，

基部においてはその横断面が楕円形をしめす． また，咬頭

の基部付近にはわずかな隆線が観察される．主咬頭と近心

副咬頭および遠心副咬頭の間には小突起がある．副咬頭の

外側には側突起は観察されない．

歯根は黄褐色の骨様組織からなり,舌側に突出しており，

その先端は近心・遠心両側に分岐しており，近心根と遠心

根が区別されるが，遠心根は突出した先端まで保存されて

いるが，近心根はその先端が欠如している．

標本の計測値を第1表に示す．

上方と仮定して，主咬頭の両側にある副咬頭のうち，唇側

面から見て左側の副咬頭は完全である． しかし，唇側面か

ら見て右側の副咬頭は基部が破損しており，外側のエナメ

ロイドは保存されているが内部の象牙質が欠如して空洞に

なっている． 2本の副咬頭の両側には切縁が発達し，咬頭

の下半分には細かな縦方向の隆線が数本ある．各咬頭の切

縁は,隣接面観においてゆるやかにS字形に湾曲している．

副咬頭の断面は，咬頭の先端近くでは唇側面が直線状の半

円形であるが，咬頭の基部では唇側面に向かってやや膨ら

むため，楕円形となる．

主咬頭と近心および遠心の副咬頭の間にはともに小突起

がある．唇側面から見て左側の小咬頭の先端は破損してい

る．副咬頭の外側に側突起は観察されない．

歯根は黒褐色の骨様組織からなる．近遠心の副咬頭の下

部で下方に膨らみ，小突起の下部で凹む．本標本ではこの

小突起下部の凹みは非対称で，唇側面から見て右側の凹み

の方が深い．

標本の計測値を第1表に示す．
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GMNH-PV-635 (第6図，図版I : 6～7)

歯根の一部である．歯根の咬頭側表面には主咬頭と近遠

心両側の副咬頭の基部の破断面が観察できる．破断面はほ

ぼ円形で，年輪状の模様が見える．中心に歯髄腔が開口し

ている． また小突起の断面も観察でき， その断面の形状も

ほぼ円形を呈する．

主咬頭には唇側面のエナメロイドが一部残っており， そ

の部分には縦方向の細かな隆線が観察できる．基底面観で

は栄養孔が開口している． これらの開口部の周囲は膨らん

でいる． また副咬頭の基部も下方へ膨らむ．

また，歯冠の破断面は比較的新鮮であるものの，一部は

記載（第5～8図，図版I : 5～11,第1表）

GMNH-PV-576 (第5図，図版I : 5)

小型の歯化石である．剖出すると化石が破損する可能性

があるため母岩に付着した状態で保存されており，歯の唇

側面しか観察できない．歯根が剖出できないため，全体の

形態ならびに副咬頭の近遠心関係については不明である．

歯冠は褐色の光沢のあるエナメロイドに覆われた3本の

細長い咬頭で構成される．各咬頭は歯根から放射状に延び

るが，中央の主咬頭は河床表面に露出した後に失われ， そ

の雌型のみ保存されている．歯冠を構成する各咬頭の間隔

はほぼ等しい．主咬頭が存在せず， その傾斜が不明なため

に，歯の近遠心方向を区別することはできない．咬頭側を

■■■■■■

第6図GMNH-PV-635のスケッチ．スケールバーはlmmを示

す（原図は内田康子氏による)．

a・唇側面観b，咬合面観c・基底面観．

Figure6.ThesketchofGMNH-PV-635. Scalebarindicates

lmm. l l lustratedbyMs.YokoUchida.

a.Labialview, b.Occlusalview1 c.Basalview､

■I■■■

第5図GMNH-PV-576(唇側面観)のスケッチ．スケールバー

は1mmを示す（原図は内田康子氏による).

Figure5. AdrawingofGMNH-PV-576(Labial view). Scale

bar indicateslmm. l l lustratedbyMs.YokoUchida.
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丸みを帯び摩耗している． このことから，破損して若干の

摩耗を受けてから堆積したものであると考えられる．舌側

面の一部が欠損し， そこにマトリックスが充填されている

のもこれを支持するものである．

標本の計測値を第1表に示す．

これらの咬頭化石について咬頭の最大長と最大幅を計測

し，グラフ上にプロットするとその分布はほぼ直線上に並

ぶ（第8図)．

標本の計測値を第1表に示す．

比較

富岡層群産の3標本については， 3本の細長い咬頭をも

つ特有の歯の形態をしめすことからラブカ科に属するもの

と同定できる． そこでYT99042901,GMNH-PV-576,

GMNH-PV635の3標本とラブカ科2属の形態的特徴に

ついて比較を行った（第2表)．

ラブカ科は白亜紀後期Campanian以降の地層から化石

種が知られている．化石，現生を含めて2属から構成され

ており，両属の間で歯の形態が異なる(Pfeil, 1983)．一つ

は全体に細い歯冠をもつC〃伽"zydosekzc/Ws (ラブカ）属

もう一つは基部のやや太い歯冠をもった？乃河"“属であ

る．C"ん池y(fose"c"s属の歯を隣接面から見ると，咬頭の

切縁は先端に向かってS字を描くことが多い． しかし

Tﾙγ"“属の側面観では， その歯の切縁は比較的直線的な

プロポーションをしめす． またC廊彪”ycJbse"c廊況s属では

主咬頭と副咬頭の間に小突起が発達するが， Tｿ'7伽〃属で

は発達しない．歯の大きさも両属間で異なり，

C"ん"Zydosenzc〃"s属は現生種も含め，その最大幅が10mm程

度であるが， Zｿ､γ加“属は最大高が14mを越え，前者に比

べて大型である． さらに産出年代においても

C〃んwWdose"c""s属の生息時代が白亜紀から現在である

のに対し， Z7iγ"“属の生息時代は白亜紀から中期始新世

までである．

富岡層群産のラブカ科化石YT99042901とGMNHPV

-576は，全体に細長い咬頭をもち， その切縁の側面観はや

やS字を描く．主咬頭と副咬頭の間には小突起がある． ま

た，富岡層群の地質年代は前期～中期中新世である． これ

らの点から総合的に判断すると，富岡層群産ラブカ科化石

は現生種Cﾙ血沈y"se"c〃"sα"g"加"s (ラブカ） と同じ

Cﾙﾙz"ydose/tzc/Ws (ラブカ）属に同定することができる．

歯根のみからなるGMNH-PV-635は， ラブカ科独特の

GMNHPV-636,GMNHPV637,GMNH-PV-638,

GMNH-PV-639,GMNH-PV-640,GMNH-PV641,

GMNH-PV-642,GMNH-PV-643, GMNH-PV644,

GMNH-PV-645,GMNH-PV-646,GMNH-PV647,

GMNH-PV-648,GMNH-PV-649,GMNH-PV-650,

GMNH-PV-651,GMNH-PV-652,GMNH-PV-653

（第7， 8図，図版I : 8～11)

いずれの標本も遊離した細長い咬頭のみである． ラブカ

類の歯では，咬頭のみの状態で主咬頭と副咬頭を区別する

ことは困難である．いずれの咬頭も， その隣接面観におい

て切縁がS字形のカーブを描く．

これらの18点の標本は歯冠の断面の状態から2タイプに

区分される(第7図)．一つは歯冠断面に象牙質と歯髄が確

認できる標本であり， 4標本で確認できる （第7図a,b).

残りの14標本は，エナメロイドのみが保存されており，歯

根あるいは象牙質･歯髄が全く存在しない（第7図c,d).

すなわち，エナメロイドの中が中空か，マトリックスが詰

まった状態になっている．

現生板鯉類の歯の形成過程から推定すると，前者は歯の

形成完了後，化石埋没時あるいは採集時に破損した可能性

が高い．後者は，歯の形成途中のものと考えられる． また，
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第7図遊離した咬頭化石（舌側面観ならびに隣接面観)．ス

ケールバーはlmmを示す（原図は内田庸子氏による).

aとb.GMNH-PV-638 (a.舌側面観;b.隣接面観).

c､とd・GMNH-PV-642 (a.舌側面観;b.隣接面観)．

Figure7. Thesketchof isolatedcuspofCI7/amydose/ac/7us

sp. Scalebar indicateslmm. l l lustratedbyMs.Yoko
Uchida.

a.andb.GMNH-PV-638 (a・Lingualview;b.Proxi.

mateview).

c.andd.GMNH-PV-641 (c.Lingualview;d.Proxi-

mateview).

0 0．5 1 1 ．5 2 2．5

遊離咬頭の幅(単位はmm)

widthofisolatedcusps(inmm)

第8図遊離した咬頭化石の咬頭長と咬頭幅の相関関係(N=19).

Figure8. Correlationbetween lengthandwidthoffossil iso-

latedcusp S(N=19).
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3咬頭の歯根形態，主咬頭と副咬頭の間にある小突起，大

きさ，ならびに産出層準の年代などからC"〃"ZydosekzcIMs

（ラブカ）属に同定した．

また，遊離した咬頭のみからなるGMNHPV-636～653

の標本群については，切縁がS字状のカーブを描く咬頭で

あること， これらの層準から産出する板鯆類化石群集から

C〃ん"zyLibseltzc〃"s属以外に細長い咬頭をもつ種類が未発

見であること, TVi"""属の産出年代の上限が始新世であ

ることなどの点から， ラブカ科のC〃如加ydose"c/Zzfs(ラブ

カ）属に同定した．

世界各地の下部～中部中新統から知られている

C"jt""ydbse"cﾉz"s属には, C.grzγ加α"j (環太平洋地域･ア

メリカ西海岸), C. iO6/g"(トリニダッド・大西洋地域),

C. 67"c""i (オーストリア・ヨーロッパ地域）の3種が知

られている．鮮新統からはC."Mﾉ/gyi (シシリー･ヨーロッ

パ地域）が知られている．富岡層群から産出した

C"肱加y"osghzc""s属の歯化石のうち歯冠の形態がよく保

存されているYT99042901とGMNHPV-576の2標本と

これらの種を比較すると，大きさをのぞいて， 3つの咬頭

が細長く，近遠心の副咬頭が側方に張り出してから上行す

ることなど,化石種よりも現生のラブカCﾙﾉﾋz"ydose"c""s

α廼況〃g"sにより似ている．しかし,標本数も少なく，歯根

と各咬頭の相対的な大きさ，各咬頭間の形態や大きさの差

異などを比較し，種内あるいは種間の形態変異を解析する

には不十分である． したがって，現時点では種まで同定す

ることは困難であると判断し,本論ではC〃肱wydosg"c""s

sp. indet. (ラブカ属の未定種）に同定した．

富岡層群産ラブカ属化石と現生種の形態は非常に類似し

ているが， その大きさが非常に異なっている．すなわち，

現生のラブカの歯の高さが1.3～4.9mm,幅が1.5～6. 1mで

ある （後藤・橋本, 1976) ことから，両標本は現生の最大

の歯と比べても，それぞれ1.9倍と1.4～1.8倍となり，かな

り大きい． しかし， 白亜紀のラブカ類の歯化石には， これ

よりもかなり大きな標本が報告されている （後藤・サメの

歯化石研究会， 1999)．富岡層群産のラブカ属の歯化石は，

白亜紀の大型の歯化石と現生のラブカの歯の中間的な大き

さを示していると言える．

5 産出の意義

第3表には世界各地のラブカ科化石の産地とその年代を

示した(Pfeil,1983;Cappetta,1987ほか).少なくとも1987

年にCappettaがレビュー(Cappetta, 1987)を発表した時

点では，石川県珠洲市と輪島市に分布する中新統の2ヶ所

の産地， ならびに岐阜県瑞浪層群生俵累層産の

C〃〃"Zy"seltzc〃"s？sp.が報告（後藤1972 ;糸魚川ほか，

1985) されていた. Cappetta (1987)では，参考文献とし

て後藤（1972）が記載されているが，本文中のラブカ科の

項目にその記述がない．

その後，北海道夕張市の蝦夷層群（上野・松井, 1993;

後藤ほか， 1999)や大阪府南部の和泉層群(谷本･谷, 1998 ;

後藤ほか， 1997；後藤ほか, 1999 ;古熊, 2000),九州天草

の姫浦層群（後藤・人見， 1998；後藤ほか, 2000 ;北村・

川崎2000)など， 日本各地の白亜紀以降のさまざまな地

層からラブカ科化石が次々と発見・報告され，環太平洋地

域のラブカ科化石に関する情報が増大した．第9図はそれ

らの化石記録をもとに， ラブカ科を含むラブカ類の系統に

ついてまとめたものである （後藤・サメの歯化石研究会，

1999).

環太平洋地域の新第三系では，東岸地域のアメリカ西海

岸のオレゴン州ならびにカリフォルニア州の下部中新統の

ラブカ属化石が報告されていた(Welton, 1979 ;Pfeil,

1983）だけであり，先述の石川県ならびに岐阜県から報告

されているCh〃"""0seﾙzc〃"s？sp．を除けば西岸地域であ

る日本やロシアからは今まで未報告であった．

しかし今回，確実にラブカ属に同定することができる化

石が富岡層群から発見・記載されることで， その存在が初

めて確認されたことになる．

また中期中新世以降のラブカ科化石は，オーストリアの

中部中新統とイタリアの鮮新統からの報告の2例だけであ

り， いずれもヨーロッパ地域からの産出であった(Cigala

Fulgosi, 1977;Pfeil, 1983).

今回の発見は，中期中新世以降の年代を示すラブカ属化

石としては世界で3例目であり，環太平洋地域からは初め

ての産出である． また， この発見により前期から中期中新

YT99042901 1 GMNH-PV-576 1 GMNH－PV-635 I C〃α腕W/"e/αc伽s rか｡"7“
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第2表ラブカ科2届ならびに富岡層群産ラブカ科化石の形態の比較．

Table2.MorphologicalcomparisonbetweentwogeneraofChlamydoselachidaeand

fossi ichlamydoselachidsfromtheTomiokaGroup.
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世の日本近海にもラブカ属が生息していたことが判明し

た．富岡層群産のラブカ属化石は，現生種の多数生息する

日本列島から産出した最も新しい時代のものであり，現生

種の起源と進化を研究する上で， きわめて重要な資料とい

える．

また， ラブカ属化石が産出した井戸沢層ならびに原田篠

層の堆積深度は，層相，底生有孔虫群集(大石･高橋, 1990)

と軟体動物化石群集(Kurihara, 2000)の解析結果から漸深

海帯であると推測されるが， これは現生のラブカの生息深

度と調和的である．

ラブカ科の系統については，現生標本の軟骨の形態学的

研究による魚類分類学者の一部から，古生代のクラドセラ

ケ類の子孫というような古い系統のものではなく，むしろ

比較的新しいものだとの見解(Compagno, 1973;Shirai,

1996） も示されている．一方で，その脳の研究(Masai,

1961 ；佐藤, 1987)や核型の研究（朝日田, 1996)は，歯

の研究（後藤・橋本， 1976）の結果と一致してラブカが現

生サメ類でもっとも原始的な形質を残したサメであること

を支持している． こうした問題についても，化石を含めた

総合的な視野で検討していくことにより， その進化の実態

に迫ることができるであろう．

形の切縁をもつ細長い咬頭と，主咬頭と近遠心両側の副

咬頭の間に小突起をもつ． この形態は現生種ラブカ

C"〃"Zydose"c""sα"g況加”sに類似するもので，ラブカ

科の既知の2属のうちラブカC"此zwzydosgjtzc〃"s属に属

するものと判断できる． しかし，富岡層群産標本の大き

さは現生種C.α"g""g"sと非常に異なっており，最大の

標本では現生種の約2倍の大きさがある．既知のラブカ

属化石の中で富岡層群産標本と比較的近い年代のもの

は，下部中新統から3種，中部中新統から1種，鮮新統

から1種が確認されているが，富岡層群産の歯化石はこ

れらの化石種よりも現生のラブカC"〃"zydOs9"c〃"s

α"gz""g"sにより形態が類似している．

しかし， その大きさはかなりの違いがある．以上のこ

とから，本報告ではこれらのすべての標本を

C"ん"@ydose"c〃"ssp. (ラブカ属の未定種） とした．

3）中期中新世以降のラブカ属化石は現在までに世界で2

例の報告があるだけで，富岡層群産ラブカ化石は3例目

である． また既知の報告例はいずれもヨーロッパ地域か

らのものであり，本報告は環太平洋地域ならびに日本か

らの最初の産出である． そしてその産出年代としては環

太平洋地域産のものとしては最も新しいものである． し

たがって，本報告は現生種の起源を研究する上で重要な

資料となっている．
6 要 約

l)富岡層群井戸沢層（下部中新統）ならびに原田篠層（中

部中新統）から産出したラブカ属の未定種

Cﾙﾉ""y"osgjZzc〃"Ssp・の化石21点を記載した．

2）富岡層群産ラブカ科化石の形態は，近遠心両側にS字
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第3表化石ならびに現生のラブカ科とその時代と分布．

Table3.AgeanddistributionoffossilandlivingformsoftheChlamydoselachidaeintheworld
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第9図化石記録にもとづくラブカ類の系統（後藤・サメの歯化石研究会, 1999による).

富岡層群産のものは，代表としてCﾙ〃wW"osg/"/i"s. sp. 6としてYT99042901を示した．

Figure9. Schematicdiagramofphylogenyofchlamyidoselachiansharks.

TheC〃血沈ydose/tzcJzzfs. sp. 6 indicatesYT99042901, asarepresentativeofthespecimensofthe

TomiokaGroup(Gotoeta1. , 1999)

を表する． 馬県立自然史博物館）には図表の作製を手伝っていただい

た． またホリス・バッツ氏（東京都練馬区） には，英文要

旨の作成にあたり有益な助言をいただいた．以上の方々に

厚く御礼申し上げる．

栗原行人氏（筑波大学大学院）には原田篠層産の貝類化

石についてご教示をいただいた．中島一氏（群馬県安中

市)，石原克彦氏（群馬県桐生市)， そして群馬古生物研究

会の会員諸氏には，化石産地に関する情報を提供していた

だいた．

昆健志氏（琉球大学大学院)，籔本美孝博士（北九州市

立自然史博物館）には口頭発表の際に有益な助言をいただ

いた．矢部英生博士（新潟大学積雪災害研究センター）に

は文献についてご教示いただいた．

後藤美樹子氏(鶴見大学歯学部）ならびに内田庸子氏(群
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Abstract

ToothremainsofChaﾉα"ly(！oseI(Ic/i"s(Chondrichthyes, Elasmobranchii)

fromtheTomiokaGroup(LowertoMiddleMiocene)

inTomiokaandAnnakaCity,GunmaPrefecture, centralJapan

TAKAKuwAYuji'*,GoToMasatoshi2,HAsEGAwAYoshikazu',

YAMAzAwATakashi3,TAKAYAMAYositaka4andSHIMIzuMasaru5

」G"”"α〃呪sg""QfMzr""/HiSiO"' : Z674-Z,KK""i""iz"", Tb"iO"",Gz"z"",37D-2345)J4PAJV

*E-瓶α〃A""ss.･BXﾉり4105@〃"bﾉ."8．か

2D"α河加e"tqfA""owy,St肋0/qfDg""/"e"c"9,TEz"wwiU""2瘤地ﾉ .．

2-1-3,n"z""47､"池加i-", Yりん0加刀",K上z"(gnZ{ﾉα,230-850Z,MPAN

3K"z"6"た"mEtZ，γ〃Scie""Res"〃んα"か224Z-1, YIz籾α",C"cﾙ功況, Stz加沈α,368-0004,"PAN

4G"刀加aFFoss"C〃か3154,Sg〃"c-畑“肱〃"26(zsIz4G〃"脚",3fZ-004ZJ4PAN

5G""脚aFoss〃α"6: 7-I", Stz""o-"""K"",G""”α,37600昭ノZ4R4N

Wedescribed21 fossil teethof thefrilledshark,

C"ね"@ydOseJtzC/t"ssp.,fromtheldozawaFormation(late

EarlyMiocene)andHaratajinoFormation(earlyMiddle

Miocene)oftheTomiokaGroupinGunmaPrefecture.

Theproportionsoftheteeth, slendershapeof the

cuspswithcuttingedgesandexistanceofsmallcusplets

betweenthemaincuspandeachlateralcuspsall indi-

catethat the fossil teethfromtheTomiokaGroup

belongto thegenusC〃肱"Zydose/Zzc""swhich include

recent speciesCﾙﾉtzwfjﾉ伽sg"c〃〃s α"g""2zzsGarman.

However, thetoothheightoflargestfossil is9.4mm.

Andcrownwidthof it isll.5mm. Thesemeasure-

mentsarealmosttwotimeslargerthanthoseofalarge

recentSDeCimen.

Sincespecimensarefew, it isdifficult tofindinter-

specificvariationamongtheseteeth, sowe identified

themasCﾙﾙz"ydose"CJMSSD･･

Thesefossilspecimensrepresentthelatestremainof

chlamydoselachid inthecircum-Pacificarea, andthe

thirdoccurenceofNeogenechlamydoselachidremains

intheworld.

KeyWords:C〃α畑y"ose"c〃"s, frilledshark,Elasmobranchii, fossilandrecent, teeth,

TomiokaGroup,LowerMiocene,MiddleMiocene,GunmaPrefecture
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図版I 富岡層群産ラブカ化石C/7/amydose/ac/7ussp
井戸沢層産標本(YT99042901)1－4．井戸沢層産標本(YT99042901)

1．舌側面観2．遠心面観3．唇側面観4．咬合面観

5 11 原田篠居産標本(GMNH PV-576, 635, 638, 642)

5.GMNH PV-576 (唇側面) 6.GMNH PV-635 (咬合面観) 7.同（基底面観) 8. GMNH PV 638 (舌側面観）
9．同（隣接面観) 10.GMNH-PV-641 (舌側面観) 11.同（隣接面観）

Fri l ledsharkfossi l ,Ch/amydose/achussp・ fromtheTomiokaGroup, Japan
Specimenfromtheldozawaformation(YT99042901)

Lingualview2.Distalview 3. Labialview 4.Occlusalview

SpecimensfromtheHaratajinoformation (GMNI I PV-576,635,638,641)

GMNH PV 576 (LabiaIview) 6.GMNI I-PV-635 (Occlusalview) 7.同(Basalview) 8. GMNH PV 638 (Lingu
同(Proximateview) 10.GMNH-PV 641 (Lingualview) 11.同(Proximateview)
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